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作業所日誌                     中江 聡 
１０月は、きたる葦の会作業所秋祭りの準備を仕事時間に皆で行いました。まずは、宣伝に使うチ

ラシを折るところから、始めました。計六千枚以上あったチラシをたくさん折ってくれたのは、大

竹さんと大山さんです。量が量ですので、折っていくうちに端がそろわなくなってきたり、折りが

甘くなってきたりすることもありましたが、何日かに分けて作業を頑張ってくれて、すべてのチラ

シを折り終わることができました。そして、チラシ折りが終わる

とそれらを持って、近隣にポスティングをしていきます。そこで、

活躍したのが宮島さんです。普段から『ぱど』等のポスティング

に抜擢されることが多く、本人もポスティングは得意であり、好

きな仕事の一つでもあります。宮島さんは、配るペースが速いだ

けでなく、「チラシお断り」のお宅には、「入れません」と言いな

がら、自ら判断をしてくれるので助かります。また、斎藤さんも

ポスティングに行ってくれました。肩掛けのバッグにたくさんの

チラシを持ってくれて、職員を一生懸命追いかけながら、チラシを配ってくれていました。チラシ

の次は、ゲームコーナーの準備です。今回は、『塗り絵付き！お菓子釣り』の準備をメンバーが手

伝ってくれました。花房さんは、お菓子と一緒に入れる塗り絵の用紙を袋に入れてくれました。普

段の作業同様、紙入れを素早く行って、次にその袋に藤牧さんや越前屋さんが、お菓子を入れてい

きます。また、手先が器用で、毎回、ゲームコーナーの工作物を積極的に手伝ってくれている村田

さんは、お菓子の袋につける針金のカットを行ってくれました。どれも10㎝くらいになるように

丁寧にペンチで切っていきます。こちらもたくさんの量がありま

したが、村田さんが、すべて行ってくれました。そして、その切

った針金を塗り絵とお菓子が入った袋に輪っかにして付けていき

ます。これは、安部さんが行ってくれました。輪っかの大きさが

小さくなってしまったり、位置がずれたりしながらも、一生懸命

行ってくれました。そして、祭当日に駐輪場となる場所の草取り

を行ってくれたのは、明久さん、荒木さん、大久保さんです。三

人とも外部での除草作業を任される事が多いので、駐輪場の草取りもお手の物です。荒木さんが、

大きな雑草を力強く抜いていき、大久保さんと明久さんは、小さな雑草も見逃さずに、丁寧に仕上

げをしていきます。短い作業時間でしたが、とてもきれいにしてくれました。こうして、徐々に秋

祭りの準備をメンバーとともに進めていきました。当日は、どれだけ盛り上がっているでしょうか。

その様子は、来月号に掲載します。ぜひ、楽しみにしていてください。 
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カルチャー教室 今後の予定 
 

  さをり １１月３０日                習 字 １１月１３日・２７日  

音 楽 １１月２１日            陶 芸 １１月 ９日・１６日 

水彩画 １１月 ８日・２２日 
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【西新井ホーム】                              竹内 東子 

秋色いよいよ濃く、夜長の頃となりました。先の連休には台風 19 号(ハギビス)が関東、東北地

方を中心に甚大な被害をもたらしました。12 日は急遽、作業所がお休みになった為、奥さんと勝

さんは 11 日の仕事後に、裕さんは 12 日の朝に帰省することとなりました。12 日夜のホームに

は和也さん 明久さん 仁さんの３人です。万が一の浸水や停電に備えて入浴や夕食の時間を早くし、

薬や日用品、食料や飲料水を 3 階に移動しようとしていたところ和也さんが「和也もやる。どこに

置く？」と重いペットボトルを３階に運んでくれました。それを見ていた明久さん

も「明久もやる」と避難袋や長靴を運んでくれました。とても心強かったです。台

風が過ぎ去った翌日は和也さん、明久さんは床屋へ行きスッキリと。14日には自

宅でお母さんとお昼ご飯をたべました。仁さんはガイドヘルパーさんとカラオケに

行きました。連休も終わり帰省から戻った勝さんは「お父さんとビールを飲みまし

た」と嬉しそうに話してくれました。裕さんはお小遣いで鯛焼きを買ったそうです。奥さんは「ず

っと家にいたよ‥」 と。皆さん無事にホームに帰って来てくれて本当によかったです。 

これからはインフルエンザが流行る時期です。手洗い、うがいは大切です。メンバーさんには怖

い予防接種が待っていますよー(笑) 

 

【西伊興ホーム】                           入江 美千代 

街路樹が美しく色づく季節となりました。あちこちでお祭りや運動会の声が聞こえ来ます。 

お祭りの話をしていると、青木さんは目を輝かせ、「お祭り 好き」と真剣な目で話されます(笑)

台風も多い季節で 10月 12 日には、猛烈な台風が来ました。土曜日作業所は休みになり、連休も

重なり帰省しない残った女子メンバーさんと世話人で、大事な水やそのほかの荷物を二階に運こぶ

など、大変な作業を協力して頑張ったそうです。不安な夜を過ごされ、怖かったことでしょう。無

事に何事もなく過ぎて本当によかったです。帰省されていた松本さんは、怖かったよ～。でも大丈

夫だったーと話されていました。花田さん凄かったですねー。怖かったわ～！と。 

西伊興ホームでは、新規のショートステイの利用の方も数人増えました。皆、若い十代の方です。

皆さん優しく受け入れしてくれています。賑やかなホームなので、びっくりしているかもしれない

ですね。喜怒哀楽がはっきりしている松本さん。クイズで正解するとガッツポー

ズをして大喜びします。不正解の時の残念ぶりは・・・(笑)。いつも元気な花田

さん、ワハハと豪快に笑いながら体をのけ反るので、ぎっくり背中？になるので

はと心配するぐらいです。物知りのようで、クイズの正解率が高いです。マイペ

ースな青木さんですが、帰省の日、習字の作品を鞄に入れ忘れて、一生懸命走っ

て戻って来た姿は、幼い頃の自分の息子の運動会を思い出すほどで、微笑ましかったです。(笑) 食

いしん坊の安部さん、田沢さん、グランファミリアの葡萄狩りに行き葡萄を２房食べたとか（ちょ

っと食べすきでは？）お天気は悪かったですが大満足の様子でした。 

増田さんは都バス巡り？（「ただ乗るだけだ！」と・・）に行かれたりしています(笑)。

今回の台風対策では大活躍したそうです。照れ屋さんなので挨拶の声はまだ小さいで

すが顔を赤くして頑張っています。花売り行けるように頑張れ～。気温が定まらな

い季節なので、風邪などに注意し体調管理に気をつけていきたいと思います。 



畑日記                                   内堀 真樹子 

10月、トンボがたくさん飛んでいる畑では、秋祭りやイベントに向けて苗の3号ポットから3，5

号へのサイズアップの植え替えや、追肥、土ふるいと行うことが多かったです。畑の他にも北療育セン

ターの除草作業や剪定などたくさんのお仕事があり、それぞれの作業を少数精鋭で行っています。今ま

で、花壇の土の掘り返しを鄭さんにお願いしたことはなかったのですが、人数が少ない事を理解してく

れた様子でお願いした場所の土を掘り返してくれました。普段スコップを使った作業をあまりしない鄭

さんが一生懸命土を掘り返している姿は、一緒に花壇の除草をしていた女性陣から歓声が出るほどの頼

もしい姿でした。普段靴が汚れるとすぐに洗いに行く鄭さんは、鄭さんなりに考えて靴が汚れないよう

に、花壇の縁に立って掘り起こし作業を行い、絶対に花壇の中には入らずに作業

をしていました。 

畑の花壇がようやくきれいになり、周辺の生い茂っている雑草を草刈り機で

刈ることにしました。暑い夏も雑草は枯れることもなく、すくすくと成長し

ています。刈払いが終わると熊手を片手に久保さんと斎藤さんがたくさんの

雑草を集めてくれます。それを鄭さんが処分の場所に移動！と連携はバッチ

リです。雑草回収はやりがいがありました。 

ハウス内の作業も忙しいですが、雑草の処分も大忙しでした。除草した草を粉砕

機で粉砕し山にしてあります。その山を皆は「タタミ」と呼んでいます。タタミは切り返しをして堆肥

を作ります。よく切り返しをした後にきれいな山にすると、最後に山の上に毛利さんや宮島さんは立っ

ています。少し高さがあるので眺めがいいのかなぁ。私も気になってタタミの山に登って

みましたが、結構気持ち良かったです。   

さて、今月は大型の台風 19 号が上陸しました。その前の台風のとんでもない風

で千葉県に甚大な被害が出たこともあって、いつも以上に台風対策を行いました。

まだ発芽したばかりの種床は作業所に避難をさせました。中江さん、島田さんを筆

頭に久しぶりに西澤さんも出動して、メンバーと一緒にハウスや腐葉土の山が飛ば

されないようにしっかりと紐を結んだり、シートをかけて大きな重しを乗せたり、ハ

ウス内の苗の移動をしたり、対策をしっかり行いました。お蔭で畑の被害はほとんどあ

りませんでした。やれやれと思ったその後も大雨が降りましたね。バケツをひっくり返した

ような雨でビックリしました。もうすぐ秋祭り！悪天候ばかりでお日様がでる事が少なく、秋祭りまで

にお花が咲くのか心配ですが、雨の日でも行える作業は行って、お祭りに備えています。今年の秋祭り

もたくさんのお花が用意できるよう、畑は日々頑張って作業を行っています。パンジー・ビオラはもち

ろんのこと、色々なお花を楽しみにしていてくださいね。 

 

  

 

 

 

＜花売り情報＞  
11月 2日（土）葦の会作業所 秋祭り 

１１月 ７日（木）・２７日（水）竹ノ塚センター 

１１月９日（土）・１０日（日）Ｌフェスタ （Ｌソフィア 足立区梅田七丁目33番1号） 

１１月１３日（水）ビッグ・エー花畑店     １１月１４日（木）ベルクス南花畑店 

１１月１６日（土）・１７日（日）興本地域学習センター ふれあいまつり 

                          （足立区興野一丁目18番 38号）         

１１月２０日（水）ビッグ・エー南花畑店    １１月２１日（木）ベルクス古千谷店 

 



 

 

１日 さて、早いもので今日から「神無月！1０月に突入」。朝夕の冷え込みに注意だ。仕事は水越

君の横で銀杏箱を作るが、静かにしてほしいと思うのは俺一人では無い。 

2日 今日は「銀杏箱大」を作る。ラグビー情報は、2勝している日本だがスコットランドがサモ

アを破り勝ち点 5。日本・アイルランド・スコットランド・サモア・ロシア

の順番だ。優勝候補のアイルランドを下し勝ち点9でトップだが、勝ち点5

のサモアも捨て身の覚悟だ。日本は次のサモア戦ボーナスポイントを加えて

勝ちたいところだ。テレビでは西澤さんに似たラガーマンが映っていた、カ

ッコイイ！！ホームは鎌田さんで、生姜焼き定食とサバの魚料理。美味しか

った。 

3日 今日は銀杏箱ミニを今井さんと作る。二人して「陽気のせい？」眠いと言いトンカチの叩く

位置が、段々弱くなって机の上にトンカチを置く。 

4日 陶芸作品は、色付けの日だった。いよいよ俺の魚も色が入った！上手に焼けるか心配の２匹

の魚だ。 

5 日 さて我が家では、まだ暗いうちの 2 時３０分頃に家を出て、三重は伊賀上野まで車で行く。

早い話がお墓参りだ！道路は、すいてはいたが距離があるために何回もサービスエリアを利

用した。が早い時間の為トイレ休憩のみだ。ラグビーは泊まったホテル内で観た。3連勝の

日本はボーナスポイントも加えて勝ち点１４で首位に立った。 

11日 一日北療育センターへ草取りに行く。今日は、天気が良いので外の方が良

いのでは？とは中江さん。今日一日で大分進んだと思う。疲れたのか、越

前屋さんが車の中で、眠っていた。昨晩のゲームしすぎだったりして。そ

して、明日は台風が接近のため会社は休みだ。ゆっくり休んでいたい

が・・？ 

15日 テレビでは物凄い台風の映像が流れていた。畑のハウスを心配していたが、割と丈夫なもの

で仕事も直ぐに始められた。台風前日に頑張ったＣ班と西澤さんに感謝だ！ラグビーもスコ

ットランドに勝ちグループＡ一位通過。午後より畑仕事の関根さんと和君は仲が良く、言う

ことを聞く和也君だ。もしかして関根マジック・・？居心地が良いのかもしれない。 

16日   今日の植え替えは、一人で「パンジー・ストック」等をやる。午後は今井さんの助人で一緒

に植え替えの仕事。 

18日   今日は珍しく「水越君が歩いて」会社にきたらしい！本人曰く「久保君も歩いてきた方が良

いよ、歩くのはいいんだって！」久保君はいつも自転車を押して歩いて帰る事を水越君は知

らない。あれこれ言う水越君の話を受け流している久保君が居た。大人！ 

20日  ラグビー 日本は負けてしまったが、ラガーマンはいろんな意味でかっこよかった。 

23日 職員太田さんが休みで、津田さんが来た。二人とも存在が大きい職員さんになった様だ。 

来るとき西新井で人身事故あり・・・！？そのためちょっぴり遅刻した俺だ。 

 

奥君日記より （2019 年 10 月）  

編集後記  
１０月は災害の月となってしまった。本来なら、秋を満喫できる月のはずなのに。関東から東北にかけて甚大な被

害をもたらした。被災された皆様にお見舞い申し上げるとともに、１日でも早く日常が取り戻せることを願い、小さ

な事でも少しでも行いたい。台風１９号は足立区でも浸水の恐れがあり、豪雨と浸水の情報をインターネットでひた

すら集め、緊迫した状況の中眠れぬ夜を過ごしつつ、メンバーさんの安全確保と避難についてより具体的に考え続け

た。（台風一過の青空を見た時の安堵感とありがたさは言葉では言い尽くせない）当法人でもＢＣＰ（災害時の事業

継続計画）を策定し、保存食や防災グッズを準備しているが、今回の経験でより具体的に、災害時にどう身の安全を

確保するのか、避難をするならいつ？（どの段階で？）どこへ？ どのように？と考えた。自然災害は地震・風水害、

いつ起きるかわからない。この経験をもってみんなで考えよう。備えよう。（池田） 

 


